
中学校 数学科 学習指導案 

指導者 矢野 誠貴 

日  時 令和 6年 11月 29日（金） 第 3限 11：40～12：30  

場  所 数学教室 

学年・組 中学校 2年A組 42人 

単  元 図形の性質の調べ方 

目  標 1. 平行線や角の性質を理解し、多角形の角についての性質を見いだすことができ

る。                           （知識及び技能） 

2. 平面図形における証明の必要性と意味及びその方法について理解する。 

（知識及び技能） 

3. 平面図形の性質を見いだし、それらを論理的に確かめ説明することができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

4. 平面図形の性質などを具体的な場面で活用することができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

5. 観察や操作、実験などの活動から、平面図形の性質を見いだそうとする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

指導計画（全 25時間） 

 第一次 いろいろな角と多角形   13時間 

第二次 図形の合同        10時間 

第三次 課題学習「正ｎ/ｍ角形」   2時間（本時 1/2） 

 

授業について 

本時は中学２年の「図形の性質の調べ方」の課題学習として、正多角形の拡張に関する内容を扱

う。この内容は、正N角形のNを 3以上の自然数から有理数に拡張することを試み、その図の特

徴や性質を考察する探究活動である。授業では最初、正 2.5角形がどのような図形になるかを図で

表す。次に、正ｎ/ｍ角形においてｍやｎを変更したさまざまな場合をコンピュータで調べる。そ

の過程を通して、正ｎ/ｍ角形のもつ性質を帰納的、類推的に見いだし、説明をしていく活動に取

り組む。そして最後に、性質を理解した上で、正ｎ/ｍ角形について新たな発見や疑問点がないか

模索する。このように既習の知識などを関連付けながら、新しく学習する内容について統合的・発

展的に考えるように促す授業として本時を提案する。 

 

題  目 正多角形の拡張を考える 

 

本時の目標 

 正多角形を拡張した図形を表す活動を通して、正ｎ/ｍ角形を考察し、その図形を表したり、

特徴を説明したりすることができる。 

 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 正多角形を拡張した図形を表したり、その図形の特徴を説明したりすることができる。 

（思考・判断・表現／学習プリント、観察） 

2. 課題解決のために、図形から共通点を見いだし、考察をしようとする。 

                                   （主体的に学習に取り組む態度／観察、生徒の感想） 

 



本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

（導入） 

正多角形を拡張した図形

の確認（5分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（展開） 

正 n/m角形を図で表す 

（10分） 

 

 

正ｎ/ｍ角形の考察 

（25分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

正多角形を拡張した図形

の探究（10分） 

 

 

○正多角形を無限大に大きくして

いくとどうなるかを考える。 

 

 

〇正多角形を拡張した図形の定義

を確認する。 

・すべての辺の長さと角の大きさが

等しい図形 

・線分を引き、その線分から同じ回

転方向になるように 1 つの内角の

大きさの分だけ回転し、長さの等

しい線分を引くという作業を出発

点に戻るまで続けてできる図形 

 

〇正 2.5角形を図で表す。 

 

 

 

〇さまざまな正ｎ/ｍ角形を調べ、

その特徴を考察する。 

・円周上をｎ等分する点をとり、ｍ点

ずつ順々に出発点に戻るまで結

ぶことで図形を描くことができる 

・ｍ＝1の場合は正ｎ角形である 

○正ｎ/ｍ角形の特徴を説明する。 

 

○具体的な正ｎ/ｍ角形を図で表し

たり、その図の表し方を説明した

りする。 

〇さまざまな正ｎ/ｍ角形を調べる。 

○本時を振り返り、気付いた点や

疑問点を共有する。 

○正ｎ/ｍ角形が用いられている事

例を知る。 

 

 

 

・正多角形が円に外接することを確

認する。 

 

 

・ChatＧＰＴに正2.5角形について質

問し、その回答を提示する。 

・正三角形と正五角形を図で表す様

子を提示する。 

 

 

 

 

 

 

・【課題1】ができた生徒に対して、正

8/3角形をかくように指示する。 

 

 

・図を表すことができる Scratch のリ

ンクを配信する。 

 

 

 

 

・正五角形の頂点と円の中心を結ん

でできる角を提示する。 

・正ｎ/ｍ角形の性質を用いるように

指示する。 

 

 

・振り返りのフォームのリンクを配信

する。 

・ストリング・アートや植物の葉のつき

方を紹介する。 

備考 

ChatGPT（OpenAI）を使用する。 

準備物 ワークシート、定規、分度器、PC、電子黒板、配信用データ（Scratch、振り返りフォームのリンク） 

 

【課題１】  正 2.5角形がどんな図形になるか考えよう。 

【課題 2】  正ｎ/ｍ角形の“ｍ”と“ｎ”が何を表すか調べよう。 

【新たな課題】  今回得た内角の和と星形多角形の先端の角の和はなぜ違う？ 



実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 新しい事象を考察するにあたって、生徒がこれまでの学習経験との関連性を探り、その過程で得ら

れた結果や変え方を統合的にまとめたり、一般化して発展的に考察したりするような学習活動は学び

を深めるのに効果的である。また、試行錯誤して問題解決することを通して得られる達成感や楽しさ

は、生徒が主体的に学び続けていく姿勢につながる。これらのことを意識した本実践では、生徒が自

ら考えて発見できるプロセスを重視し、既習の多角形の内角・外角の和の性質との関連性を手掛かり

としながら、新たに正ｎ/ｍ角形について考察する。この学習活動を通して、数学の世界を自分たちの

手で広げ、数学の思考力や表現力、主体的に学び続けていく姿勢の育成を目指して授業を行った。 

 授業では、導入で、正 N角形において Nが 3、4、…と大きくしていき、Nが無限大に近づけると円

に近づくことと、正多角形が円に内接する性質をもつことを確認した。その上で、正 N角形の Nは 3

以上の整数でなければいけないのかという問いかけをもとに【課題 1】を考えさせ、正 2.5 角形を図

で表す活動に展開していく。このとき、「半円や二等辺三角形になる」「右図のよ 

うに線分と線分が接した時点で終わる図」になると予想する生徒が多かった。生 

徒が今後も自由な発想をもって活動できるようにするため、生徒同士で対話や協 

働する際には、否定をしないことをルールとして、試行錯誤を許容する環境をつく 

るように指導した。また、本授業では、生徒の関心を高めるために ChatGPTを使用しているが、現在

の ChatGPTでは星形多角形になることを回答しているので、使用の際には確認が必要である。 

 次に、【課題 2】ではｍとｎが何を表すかを調べる活動を行った。本授業では、Scratchを使用して

ｍとｎの２変数を同時に観察させたが、GeoGebra等を使用して、ｍとｎの一方を固定し、もう一方を

操作して、変数を 1つずつ観察させることで、ｍとｎが表すことや円との関係性を調べる授業展開も

考えることができる。 

【Scratch】 

 

 

 

 

 

 

 

① 外接円なし https://scratch.mit.edu/projects/1089127327 

 

② 外接円あり https://scratch.mit.edu/projects/1089119932 

 

最後に、まとめで特徴を振り返り、「正ｎ/ｍ角形は円周上に等間隔に配置されたｍ個の点をｎ個ず

つ順に結んで作られる図形」を定義とした。その上で、気付いたことや今後さらに調べてみたいこと

を探るために、再度 Scratchを使って正 n/m角形を調べた。授業後に実施したアンケートでは、生徒

から「円を利用すればどんな分数であっても図形がかける」、「ｍの値が大きくなるほど直線が曲線に

なり円に近づく」といった気付きがあった。また、「Nが無理数の場合や負の数の場合がどうなるのか」

「シェンパー・ブラウンの法則との関係性を調べてみたい」といったさらに調べてみたいことが挙が

った。 

① ② 

ｍとｎの数値を設定 Enterを押すと作図する 

https://scratch.mit.edu/projects/1089127327
https://scratch.mit.edu/projects/1089119932


２ 研究協議より 

研究協議では、以下に示す質問をいただき、授業者なりの考えをお話しさせていただいた。 

・探究的な学習になるようにするとき、円上に先に点をとる授業実践の事例もあるが、内角の和や外

角の和に着目した授業構成にしたのはなぜか。 

→既習内容をもとに生徒が自ら考えて発見できるプロセスを重視することで、主体的に探究してい

く姿勢につながると思って構成をした。 

・定義を拡張する前提が曖昧であったのではないか。 

→中学２年生の内容であるため、条件を緩めて設定していた。戸惑う生徒がいたので改善をしたい。 

・ストリング・アートを最後に紹介していたが、導入でしなかった理由は？ 

→正ｎ/ｍ角形が星形多角形になるという生徒の発見や驚きを重視して、最後のまとめの部分で の

紹介になるように設定した。 

・教科横断を考えたときに進度面で数学が遅れをとることが多いが、他教科との連携で工夫している

ことはないか。 

→他教科と連携していくときは個人的に相談しながら進めていく。過去に理科の授業にあわせて数学

の授業をしたことはあった。 


